
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１１年１月１６日             NO,２４２ 

 

 白沢町では、柿の木を 

たくさん見かけますが、 

昔は干し柿の産地として 

有名でした。 

 とりわけ尾合の干し柿 

は、「尾合のコロ柿」（ま 

たは白柿）とよばれ、利 

根沼田地方の名産として 

知られていました。 

 柿を熟さないうちにもぎ、ムキ包丁という特殊な包丁で、夕

食後の夜なべ仕事に皮をむき、一連 100 個単位で天日で乾か 

し、一箱に 20～30 個つめたそうです。 

 しかし名産の干し柿も、売値が安くな 

り、生産費にあわなくなり出荷されなく 

なってしまいました。 

 県道に面して建つ芭蕉の句碑は、「一夜 

寝て 寒さくらべむ 草の庵 芭蕉」と 

彫られています。 

 尾合に生まれた俳人鶴淵柳糸（つるぶ 

ちりゅうし）が文久２年（１８６２）頃 

に建てたとれといわれ、４０㌢の石を土 

台にし、１㍍の石に句が彫られています。 

          沼田市消防団出初め式が９日、沼 

田小学校屋内運動場でおこなわれ、 

市内パレードの後、市役所駐車場で 

はしご乗りが披露されました。 

 出初め式では、昨年の火災で初期 

消火などに協力した、会社と個人２ 

人に感謝状が贈られ、防災への決意 

を新たにしました。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
菅
首
相
は
、
５
日
の
「
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
（
テ
レ
ビ
朝
日
）
で
、
低
所
得
者
ほ
ど

負
担
が
重
く
な
る
消
費
税
増
税
に
つ
い
て
、「
政
治
生
命
を
か
け
て
や
る
覚
悟
で
臨
み
た
い
」
と
表
明
し
、

「
国
民
に
あ
る
程
度
負
担
し
て
も
ら
っ
て
も
、
社
会
保
障
が
安
心
で
き
る
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
の
べ
、
社
会
保
障
の
財
源
を
口
実
に
消
費
税
増
税
の
必
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。 

 

そ
も
そ
も
社
会
保
障
の
財
源
は
、
税
と
保
険
料
な
ど
を
含
め
た
国
の
財
政
全
体
で
支
え
る
べ
き
も
の
で

あ
り
、
消
費
税
の
よ
う
な
税
金
で
社
会
保
障
を
支
え
て
い
る
国
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

消
費
税
は
、
導
入
の
時
か
ら
「
社
会
保
障
の
財
源
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
消
費
税
導
入
か
ら
２２

年
間
で
２
２
４
兆
円
の
税
収
に
対
し
、
法
人
税
は
２
０
８
兆
円
の
減
税
が
お
こ
な
わ
れ
、
実
態
は
法
人
税 

減
税
の
穴
埋
め
に
使
わ
れ
、
消
費
税
導
入
後
も
税
率
引
き
上
げ
後
も
、
医
療
、
介
護
、
年 

金
は
改
悪
さ
れ
る
ば
か
り
で
、
今
回
も
法
人
税
５
％
引
き
下
げ
と
セ
ッ
ト
で
お
こ
な
お
う 

と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
「
最
大
不
幸
社
会
」
が
も
た
ら
さ
れ
る
だ
け
で
す
。 

 食糧自給率が１３％までに激減すると試算されているＴＰＰ（環太平洋

連携協定）に菅首相は、多くの国民の反対を押し切り、加盟にむけて準備

をすすめています。 
 ＴＰＰに加入した場合の沼田市の 
影響は、３８億３千万円（４２％） 
が減少し、コンニャク８億１千万円、 
コメ７億１千万円、生乳７億８千万 
円、牛肉２億２千万円、豚１億７千 
万円が減少すると予想されています。 
 沼田市議会では、「ＴＰＰ交渉参 
加反対」の意見書を提出しました。 

 成人式が９日おこなわれ、新成人となった５４０人の

うち、４３４人が参 

加しました。 

 新成人でつくられ 

た成人式実行委員会 

が子どもたちに、絵 

本や児童図書を送る 

ための募金を参加者 

によびかけました。 

           小正月の行事である「どんど焼」が９日、市内の 

          各町でおこなわれました。 

           東原新町のどんど焼は９日、午後２時から十王公 

園でおこなわれ、区長さんや育成会会長さんなどの 

あいさつの後、火がつけられ、参加者から大きな歓 

声が上がりました。 

 参加者には、甘酒やナメコ汁などが振る舞われ、 

地域の交流を深める場となりました。 


